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今回のハンズオンで利用するもの

▌本資料

[URL] https://bit.ly/ki-contents

▌kintone環境

まだ取得していない方は、試用環境をご利用ください。約5分ほどで取得

できます。(開発環境の発行は、即日の発行ができません。)

https://bit.ly/ki-contents


自己紹介

北川恭平（きたがわきょうへい）

• 埼玉県春日部市出身

• 東京オフィス勤務@日本橋

• cybozu developer networkサイトのプロデューサー

Details

Favorite

• 筋トレ #百獣の王を目指しています。

• 読売の次に日ハムファンです。

https://bit.ly/ki-contents

ダウンロードがまだの
方はこちら

https://bit.ly/ki-contents


やること

▌ カスタマイズ用アプリケーションの作成

 出張申請アプリの作成

 社員マスタと出張申請をルックアップで連携設定

 豆知識 : kintoneのショートカットキーを紹介

▌ 完成版の動作を確認

 カスタマイズの適用手順

 JavaScript

 kintoneのイベントと操作

▌ カスタマイズ①「フィールドの編集不可」

 コーディング

 開発者ツール

 フィールドコード

 モバイルアプリ対応

▌ カスタマイズ②「フィールドの値書き換え」

https://bit.ly/ki-contents

ダウンロードがまだの
方はこちら

https://bit.ly/ki-contents


カスタマイズ用アプリケーションの作成



準備いただいた環境にログイン



アプリテンプレートの読み込み

▌歯車アイコンをクリック

▌kintoneシステム管理をクリック



▌アプリテンプレートをクリック



▌「読み込む」よりkintone初級編ハンズオン.zipを読み込む



▌アプリ横の＋アイコンをクリック



▌「kintone初級編ハンズオン」横のアプリを作成するをクリック



▌アプリが2つ追加されたことを確認



出張申請(未完成)で出張申請をしてみましょう



所属部署と承認者の入力が毎回めんどくさい・・・
(;´･ω･)

社員マスタからデータを参照できれば・・・



https://help.cybozu.com/ja/k/user/whats_lookup.html

解決策 ： ルックアップ機能

https://help.cybozu.com/ja/k/user/whats_lookup.html


準備（組織とユーザーの追加）



準備（組織とユーザーの追加）営業部を追加



準備（組織とユーザーの追加）営業部所属ユーザーの追加

所属を営業部に



社員マスタアプリをはじめから作成より作成



フィールドを配置

フィールドの種類 フィールド名 その他設定

文字列(1行) 社員番号

組織選択 所属部署

ユーザー選択 承認者

文字列(1行) 氏名



社員を登録



出張申請(未完成)アプリで氏名フィールドを追加

フィールド名 フィールドの種類

文字列(1行) 氏名



出張申請(未完成)アプリでルックアップを設定

設定項目 設定値

フィールド名 社員番号

ほかのフィールドのコピー 所属部署 < [人事マスタアプリ]所属部署
承認者 < [人事マスタアプリ]承認者
氏名 < [人事マスタアプリ]氏名

コピー元のレコード選択
時に表示するフィールド

社員番号、氏名



動作確認



豆知識 : kintoneのショートカットキーを紹介



一覧画面で裏コマンド「？」を入力



レコード選択「j」と「k」

選択された行が反転
(Enterで詳細へ)



レコード追加「c」

追加画面をサクッと開く



レコード編集「e」

「e」



kintoneをつかっているうちに更なる欲望が・・・

• 日当を編集不可にしたい
• 日当を出張先によって、変更したい



kintone をJavaScriptでカスタマイズしましょう！
٩( 'ω' )و



▌追加された出張申請（完成版）をクリック



カスタマイズ①

▌レコードの登録画面を表示

日当が編集不可になっている



カスタマイズ②

▌地域の選択内容を変更すると・・・

地域を変更すると日当の値が変わる



カスタマイズの適用手順



カスタマイズの適用手順

1. JavaScriptファイルの作成（修正）

2. kintoneアプリに適用

3. 動作確認



JavaScript



JavaScriptとは

▌JavaScriptはプロトタイプベースのオブジェクト指向プログラミング言語である

▌実行環境が主にウェブブラウザに実装され、動的なウェブサイト構築や、リッチイ

ンターネットアプリケーションなど高度なユーザインタフェースの開発に用いられる

※引用）Wikipedia

▌1995年誕生

▌2005年のGoogleMapで有名に



GoogleMapでどう使われているか

▌ドラッグ したら 移動

▌クリック したら ピンを立てる

▌ホイールが回転 したら ズームアウト/ズームイン



GoogleMapでどう使われているか

▌ドラッグ したら 移動

▌クリック したら ピンを立てる

▌ホイールが回転 したら ズームアウト/ズームイン

イベント 操作

kintoneにもイベントと操作がある

例えば・・・

• レコード一覧画面を表示 したら フィールドの値を書き換える

• レコード詳細画面を表示 したら フィールドの表示/非表示を切り替える

• レコード追加画面で保存 したら フィールドにエラーを表示する

• レコード編集画面で値を変更 したら フィールドの表示/非表示を切り替える



kintoneのイベントと操作



イベントと操作の確認

▌https://cybozudev.zendesk.com/に移動し、ブックマーク

▌API関連にマウスオン

▌kintone JavaScript APIへ

これから何度も利用するのでブックマーク
「kintone developer」で検索

https://cybozudev.zendesk.com/


▌kintoneにはレコード一覧やレコード表示などのイベントがある



▌詳細ページにイベントと操作の一覧がある



▌JavaScript APIは各画面で、可能なイベントと操作が決まっている

▌以下は各画面におけるイベントと操作の例（一部）
画面 イベント 操作

一覧 編集開始時 フィールドの編集可/不可を設定する

一覧 保存実行前
（保存ボタンクリック後）

フィールドの値を書き換える
フィールドにエラーを表示する
レコードにエラーを表示する

詳細 表示後 フィールドの表示/非表示を切り替える

追加/編集 表示後 フィールドの値を書き換える
フィールドの表示/非表示を切り替える
フィールドの編集可/不可を設定する

追加/編集 保存実行前/保存成功後
（保存ボタンクリック後）

フィールドの値を書き換える
フィールドにエラーを表示する
レコードにエラーを表示する

例）可能 ・・・ 追加画面で「保存実行前」に「フィールドの値を書き換える」

不可能 ・・・ 詳細画面で「表示後」に「フィールドの値を書き換える」

※APIを利用せずに実装するとバージョンアップで動作しなくなる可能性



例1

▌一覧画面を編集開始したらフィールドの編集可/不可を設定する

編集不可



例2

▌詳細画面を表示したらフィールドの表示/非表示を切り替える



例2

▌詳細画面を表示したらフィールドの表示/非表示を切り替える

その他を選択すると

フィールドを表示



例2

▌詳細画面を表示したらフィールドの表示/非表示を切り替える

あるを選択すると フィールドを表示



カスタマイズ①
フィールドの編集不可



カスタマイズ①でやりたいこと

▌やりたいこと

利用者が日当を自由に入力できないようにしたい

日当を編集不可にする



▌やりたいこと

利用者が日当を自由に入力できないようにしたい

★TRY★
以下をdeveloper networkで確認しよう
• イベント「レコード追加画面が表示されたら」が存在するか
• 操作「フィールドを編集不可にする」が存在するか

• イベント

レコード追加画面が表示されたら

• 操作

フィールドを編集不可にする

レコード追加画面で日当を入力不可にすれば実現できる



▌イベントも操作もあるので、カスタマイズ可能！



コーディング



コーディングルール1

▌ファイルの拡張子はjsで保存（例：sample1.js）

▌ファイルは文字コードUTF-8で保存

正確にはUTF-8N（BOMなし）で保存

今後はこのファイルを編集していきます。



コーディングルール2

▌即時関数で記述

• 変数の影響範囲を即時関数内だけに制限する

（即時関数外の変数を上書きしない）

• 関数の定義と呼び出しを同時に実行する

(function() {

})();



コーディングルール3

▌strict（厳格）モードを使用

• 的確なエラーチェックが行われる。

例）宣言していない変数の使用

(function() {
'use strict';

})();



イベントの記述

▌イベントと操作は以下のように記述

kintone.events.on('イベント', function(event) {

// 操作

});

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面が表示されたら
kintone.events.on('イベント', function(event) {

// 操作
});

})();

//で始まる行はコメント行

★TRY★
'イベント'をレコード追加画面が表示されたときのイベント名に書き換えよう



▌ヒント

これがイベント

https://cybozudev.zendesk.com/hc/ja/articles/201941984

https://cybozudev.zendesk.com/hc/ja/articles/201941984


▌正解

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面が表示されたら
kintone.events.on('app.record.create.show', function(event) {

// 操作
});

})();



操作の記述

▌フィールドの編集可／不可を設定するをクリック



1行目 var record = event.record;

2行目 record['文字列_0']['disabled'] = true;

3行目 return event;



サンプルの1行目の解説

kintone.events.on('app.record.create.show', 

function(event) {

var record = event.record;

record['文字列_0']['disabled'] = true;

return event;

変数event配下のrecordを変数recordに代入

変数eventって？



開発者ツール



開発者ツールとは

▌各ブラウザには開発者ツールが用意されている

▌これを使う事で効率的に開発できる

Windowsは「F12」キーで表示
Macは「Command」+「Option」+「I」で表示



▌開発者ツールが右にある人は下記枠のアイコンをクリックして開発者ツー

ルを下に移動



変数eventの内容を確認

▌console.logで変数の内容を開発者ツールに出力

▌console.log(event);は変数eventの内容を開発者ツールに出力

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面が表示されたら
kintone.events.on('app.record.create.show', function(event) {

console.log(event);
var record = event.record;
console.log(record);

});
})();

変数eventと変数recordの内容を開発者ツールに出力



作成したJavaScriptファイルをアプリに適用

▌追加された出張申請（未完成版）をクリック



▌・・・をクリック

▌アプリの設定を変更をクリック



▌詳細設定をクリック

▌JavaScript / CSSでカスタマイズをクリック



▌アップロードして追加をクリックし、先ほど作成したJavaScriptファイルを選択

▌保存をクリック ※console.logを使って変数event、recordの内容を確認



▌アプリを更新をクリック

▌OKをクリック



▌開発者ツールを表示し、Consoleをクリック

（WindowsはF12、MacはCommand+Option+I）

▌＋をクリックして追加画面を表示



▌2行データが表示されていることを確認

eventの内容

recordの内容



▌三角アイコンをクリックして内容を展開



▌1行目の内容



▌2行目の内容



▌2行目の内容

areaやdaily、タイトルなどがフィールドコード

areaとdailyの内容を展開



フィールドコード



▌・・・をクリック

▌アプリの設定を変更をクリック



▌フォーム



▌地域にフォーカスをあわせて歯車をクリック

▌設定をクリック



▌地域のフィールドコードがareaになっていることを確認

▌キャンセルをクリック



▌同じように日当のフィールドコードがdailyになっていることを確認



▌もう一度、開発者ツールを表示して、レコード追加画面を表示

▌表示直後の日当の値は0

▌record['daily']['value']の値も0

typeにはフィールドの種類
valueにはフィールドの値



▌表示直後の地域は未選択

▌record['area']['value']の値はundefined



まとめ

▌変数eventにはイベント時のデータが入っている

参考）

▌この内容を変更することでデータ（フォーム）の状態を変更できる

イベントがapp.record.create.showの時はレコード追加画面表示時のデータ



サンプルの2行目の解説

1行目 var record = event.record;

2行目 record['文字列_0']['disabled'] = true;

3行目 return event;

文字列_0はフィールドコード
フィールドコード配下のdisabledにtrue/falseに設定することで編集の可否を設定

例）
// フィールドコードがXXXフィールドの編集を不可にする
record['XXX']['disabled'] = true;

// フィールドコードがXXXフィールドの編集を可能にする
record['XXX']['disabled'] = false;



サンプルの3行目の解説

1行目 var record = event.record;

2行目 record['文字列_0']['disabled'] = true;

3行目 return event;

変更した内容を反映する
（これを忘れると2行目の変更が反映されない）

参考）
オブジェクトは参照渡しなので、2行目は以下と同じ意味
event.record['文字列_0']['disabled'] = true;



(function() {
'use strict';

// レコード追加画面が表示されたら
kintone.events.on('app.record.create.show', function(event) {

var record = event.record;
record['XXX']['XXX'] = XXX;
return event;

});
})();

★TRY★
XXXを埋めて、日当を編集不可によう



正解

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面が表示されたら
kintone.events.on('app.record.create.show', function(event) {

var record = event.record;
record['daily']['disabled'] = true;
return event;

});
})();



動作確認

▌アプリに適用

▌レコード追加画面を表示

▌日当が編集できないことを確認



カスタマイズ②
フィールドの値書き換え



カスタマイズ②でやりたいこと

▌やりたいこと

地域が変更されたとき、日当の値を変更したい

地域を変更すると日当の値を変更する



▌やりたいこと

地域が変更されたとき、日当の値を変更したい

★TRY★
以下をdeveloper networkで確認しよう
• イベント「レコード追加画面のフィールド値変更」が存在するか
• 操作「フィールドの値を書き換える」が存在するか

• イベント

レコード追加画面のフィールド値が変更されたら

• 操作

フィールドの値を書き換える



▌イベントも操作もあるので、カスタマイズ可能！



イベントの記述

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面でフィールドの値が変更されたら
kintone.events.on('イベント', function(event) {

// 操作
});

})();

★TRY★
’イベント’をレコード追加画面で「地域」（フィールドコード：area）
の値が変更されたときのイベント名に書き換えよう



▌正解

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面でフィールドの値が変更されたら
kintone.events.on('app.record.create.change.area', function(event) {

// 操作
});

})();



操作の記述

▌フィールドの値を書き換えるをクリック



1行目 var record = event.record;

2行目 record['文字列_0']['value'] = 'この文字列で上書き';

3行目 return event;



サンプルの2行目の解説

1行目 var record = event.record;

2行目 record['文字列_0']['value'] = 'この文字列で上書き';

3行目 return event;

文字列_0はフィールドコード
フィールドコード配下のvalueに値を設定することで書き換えられる

例）
// フィールドコードがXXXの値を「あいうえお」にする
record[’XXX’][’value’] = ’あいうえお’;

// フィールドコードがXXXの値を「1000」にする
record[’XXX’][’value’] = ’1000’;



(function() {
'use strict';

// レコード追加画面でフィールドの値が変更されたら
kintone.events.on('app.record.create.change.area', function(event) {

var record = event.record;
var area = record.area.value;

if (area === '首都圏' || area === undefined) {
record['XXX']['XXX'] = 0;

} else if (area === '関東（首都圏以外）') {
record['XXX']['XXX'] = 1000;

} else if (area === 'その他') {
record['XXX']['XXX'] = 2000;

}

return event;
});

})();

★TRY★
日当の値（フィールドコードはdaily）を書き換えよう



正解

(function() {
'use strict';

// レコード追加画面でフィールドの値が変更されたら
kintone.events.on('app.record.create.change.area', function(event) {

var record = event.record;
var area = record.area.value;

if (area === '首都圏' || area === undefined) {
record['daily']['value'] = 0;

} else if (area === '関東（首都圏以外）') {
record['daily']['value'] = 1000;

} else if (area === 'その他') {
record['daily']['value'] = 2000;

}

return event;
});

})();



動作確認

▌ アプリに適用

▌ レコード追加画面を表示

▌ 地域を変更すると日当の値が変更されることを確認



答えのファイルの用意しておきました。

https://bit.ly/kin-hands-on

https://bit.ly/kin-hands-on


残課題②



カスタマイズの適用（ファイルのアッ
プロード）が面倒くさい



解決策1

▌Tipsでノウハウを知ろうをクリック

▌kintoneカスタマイズTipsをクリック



▌JavaScriptカスタマイズのデバッグをかんたんにするウラワザを見れば解決



解決策2

▌kintone上でカスタムJSやCSSを編集できるプラグイン「JSEdit for 

kintone」を使ってみようを見れば解決



おわり


